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SNSとは

SNS(Social Networking Service)

人と人の繋がりを促進・サポートする
コミュニティ型の会員制サービス



  

mixi

マイミクシィマイミクシィ

お互いの承認が必要



  

mixigraph

どのようなネットワークであるか?
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1、mixi(SNS)とは

2、スケールフリーについて

       ●ランダムネットワーク

       ●スケールフリーネット

ワーク
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ランダムネットワーク

(2リンク)  23個           (3リンク)  26個         (6リンク)  8個

ほとんどのノードが

だいたい同じリンク数を持っている



   

スケールフリーネットワー
ク

(2リンク) 36個       (3リンク) 16個      (6リンク) 4個      (12リンク) 1個

ハブ

少数のリンク数を持つ多数のノードと

多数のリンク数を持つ少数のノードが

混在



   

度数分布図での違い

正規分布 べき乗分布



   

スケールフリーの定義

定義

ネットワークの頂点の次数分布P(k)

が、ある定数γによるべき法則分布

に従う
Pk ~k−γ
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検証方法

Mixi内のデータ

WWW::Mixi

PERL



   

検証方法

幅優先探索



   

検証方法

各ユーザーのマイミクシィ情報を取得(約40万のユーザー)

取得したデータを元に各リンク数ごとのノード数を集計

集計データを元に度数分布図を作成

べき乗分布であれば
スケールフリーネットワーク
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結果・考察

リンク数
100以上

リンク数
20以下

ユーザー数
5745



   

結果・考察

少数のリンクを持つノード

数多くのリンクを持つノード

ユーザー数
441390



   

結果・考察

べき乗分布を表示

ユーザー数
441390



   

結果・考察

ユーザー数
441390

スケールフリー・ネットワークである

Y軸を対数で表示
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今後の課題

ユーザー数
441390

Y軸を対数で表示

なぜ急激に下がっているか



   

今後の課題

コミュニティA

コミュニティB コミュニティC コミュニティC コミュニティC

どんなネットワークか?



   

以上で発表を終わりま
す。

ありがとうございまし

た。



   

結果・考察



   

研究目的

マイミクシィ
研究対象のネットワーク



   

スケールフリー
と

スモールワールド



   

スケールフリー



   

定義

ネットワークの頂点の次数分布P(k)

が、ある定数γによるべき法則分布

に従う

スケールフリー

Pk ~k−γ



   

画像元のHP  http://tokyo.atso-net.jp/index.php



   画像元のHP  http://tokyo.atso-net.jp/index.php



   

スモールワールド



   

二つの特徴量
・L(characteristic path length)
 すべてのノードの組についてのパス長平均

・C(clustering coefficient)
 ひとつのノードがk個のノードと隣接してい
るとき、このk個のノード間に存在するリンク
数を         で割ったものを、すべてのノー
ドについて平均をとったもの。

つまり、Cは自分の知り合い同士が知り合いで
ある確率を示す

スモールワールド

C2k



   

Small worldは

                                           

            かつ

であるようなグラフとして定義される。

                                          

は、同じノード数、リンク数のランダムグラ

フにおけるLとCである。

スモールワールド

L≥Lrand

C≫C rand

Lrand C rand

 Lまたは ≈Lrand



   

スモールワールド



   

スモールワールド



   

スモールワールド

ノード間の

平均距離を

劇的に短縮!!


